
春
の
６／６
の
会
と
秋
の
一
泊
旅

行
が
、
静
中
静
高
66
期
の
恒
例
年

中
行
事
と
な
っ
て
久
し
い
が
、
昨

年
は
静
岡
市
内
と
は
い
え
、
静
岡

駅
か
ら
バ
ス
で
二
時
間
の
安
倍
川

の
最
上
流
ま
で
遡
っ
て
紅
葉
と
温

泉
を
楽
し
む
べ
く
、
一
一
月
一
九

日
正
午
、
静
岡
駅
北
口
に
集
合
、

貸
切
バ
ス
で
静
岡
の
街
中
を
抜
け

安
倍
川
沿
い
に
県
道
を
北
上
、
川

辺
純
男
君
の
名
バ
ス
ガ
イ
ド
に
左

右
の
風
景
を
楽
し
む
う
ち
に
有
東

木
沢
の
車
窓
に
山
葵
田
が
連
ら
な

る
急
勾
配
の
坂
道
に
か
か
る
。
こ

の
沢
に
バ
ス
の
乗
り
入
れ
を
、
は

じ
め
た
頃
に
静
鉄
の
自
動
車
部
の

要
職
に
い
た
永
井
益
三
郎
君
の
苦

労
話
を
聞
く
。
山
葵
栽
培
発
祥
地

の
碑
の
前
に
到
着
、
茶
店
で
休
息

を
と
る
人
、
上
に
見
え
る
白
髭
神

社
ま
で
登
る
人
そ
れ
ぞ
れ
。

次
は
大
谷
崩
れ
を
目
指
す
。
高

度
を
増
す
ご
と
に
紅
葉
が
色
濃
く

な
る
。
大
谷
崩
れ
を
展
望
す
る
処

に
、
幸
田
文
さ
ん
の
文
学
碑
が
建

っ
て
い
る
。
我
々
が
立
つ
所
の
標

高
が
約
千
米
く
ら
い
と
す
る
と
、

前
方
に
そ
そ
り
立
つ
大
谷
嶺
は
約

二
千
米
弱
、
約
千
米
の
標
高
差
、

そ
こ
に
存
在
し
て
い
た
山
が
崩
れ
、

大
量
の
土
砂
・
岩
石
が
安
倍
川
の

急
流
域
を
、
土
砂
流
と
な
っ
て
流

れ
下
っ
た
と
い
う
。
こ
の
眼
前
に

立
ち
ふ
さ
が
る
巨
大
な
壁
に
大
自

然
の
物
凄
い
力
を
見
せ
ら
れ
、
た

だ
立
ち
盡
す
の
み
。

そ
こ
で
初
日
の
見
学
を
終
え
、

一
夜
の
宿
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
「
く
さ

ぎ
里
」
へ
三
時
半
頃
に
着
く
。

五
時
半
か
ら
宴
会
。
川
辺
君
の

司
会
、
六
月
以
降
の
物
故
者
、
岩

崎
一
雄
君
の
冥
福
を
祈
り
黙
祷
を

捧
げ
、
恒
例
の
初
参
加
者
で
あ
る

�
野
哲
郎
君
の
自
己
紹
介
と
乾
杯

の
音
頭
で
始
ま
り
、
山
の
幸
に
舌

鼓
を
う
ち
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
廻
り

は
じ
め
、
ま
だ
、
た
し
か
な
う
ち

に
と
、
奈
良
橋
君
の
ハ
ー
モ
ニ
カ

一
一
月
二
六
日
（
土
）
ホ
テ
ル

ア
ソ
シ
ア
静
岡
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
て
、

第
110
期
同
期
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
昨
年
は
、
卒
業
し
て
か
ら
一

伴
奏
で
校
歌
を
四
番
ま
で
唱
和
。

あ
と
、
カ
ラ
オ
ケ
を
や
る
者
、
囲

炉
を
か
こ
み
焼
酎
を
ち
び
ち
び
や

る
者
や
ら
、
い
つ
し
か
深
夜
に
。

翌
朝
九
時
半
に
宿
を
出
発
、
梅

ヶ
島
の
元
湯
ま
で
遡
り
散
策
、
魚と

二
年
（
六
年
会
か
ら
ち
ょ
う
ど
六

年
）、
そ
し
て
三
〇
歳
と
い
う
節

目
の
歳
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
同

期
会
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

当
初
心
配
さ
れ
た
出
席
者
は
、
恩

師
を
含
め
て
総
勢
約
一
三
〇
名
程

と
な
り
、
大
変
盛
会
の
う
ち
に
終

わ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

同
期
会
開
催
に
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
、
同
窓
会
事
務
局
・
諸
先
輩

方
、
そ
し
て
幹
事
、
及
び
当
日
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
同
級
生
に
は
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学
生
の
頃
、
三
〇
と
い
う
年
に

な
る
の
は
、
は
る
か
先
の
事
の
様

に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
実
際
、
卒

業
し
て
か
ら
一
〇
年
以
上
も
経
過

し
、
皆
大
い
に
変
わ
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
同
級
生
と
話
し
を
し
て
い
る

と
、
学
生
時
代
に
戻
っ
た
か
の
よ

魚と

の
里
で
昼
食
、
次
い
で
赤
水
の

滝
を
観
る
。
丁
度
見
頃
の
紅
葉
の

間
を
二
段
の
滝
が
流
れ
落
ち
る
景

は
見
事
、
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

そ
こ
か
ら
一
路
、
長
谷
通
り
と

い
う
と
こ
ろ
を
私
の
我
儘
で
、
北

部
図
書
館
の
前
に
移
建
さ
れ
た
、

山
上
憶
良
の
子
宝
万
葉
歌
碑
の
前

ま
で
廻
り
道
し
て
母
校
へ
。
静
高

ド
ー
ム
で
は
野
球
部
の
練
習
中
、

し
ば
ら
く
眺
め
て
二
時
半
に
静
岡

駅
着
、
来
年
の
再
会
を
約
し
て
解

散
し
た
。
こ
の
旅
行
へ
の
参
加
者

う
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事
が

で
き
ま
し
た
。
気
兼
ね
な
く
い
ろ

ん
な
こ
と
を
話
せ
る
同
級
生
は
大

切
な
宝
物
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

以
下
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
同

級
生
に
お
知
ら
せ
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
今
後
も
、
六
年
毎
に

第
110
期
同
期
会
を
開
催
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
名
簿
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

行
な
っ
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、

経
費
節
約
の
た
め
に
も
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
住
所
変
更
の

際
に
は
、

（sizuko110@
gm
ail.com

）

へ
ご
一
報
下
さ
い
。

六
年
後
、
更
に
よ
り
多
く
の
同

級
生
と
再
会
出
来
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

（
110
期
　
小
林
・
中
園
）

二
一
名
。

（
66
期
　
金
子
隆
美
）

客
演
は
市
川
和
彦
氏

吹
奏
楽
は
４
月
１
日

平
成
一
八
年
四
月
一
日
（
土
）

本
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
会
が

静
岡
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
開
場
は
午
後

五
時
、
開
演
は
午
後
六
時
、
主
な

演
奏
曲
目
は
「
ロ
ー
マ
の
松
」
全

曲
（
レ
ス
ピ
ー
ギ
作
曲
）、
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
奏
者
協
奏
曲
（
ア
ル
チ

ュ
ニ
ア
ン
作
曲
）、
客
演
は
新
日

本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
の
市
川
和
彦

氏
で
す
。
今
年
も
伝
統
に
則
り
古

典
や
現
代
作
曲
家
の
大
曲
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
技
術
的
に
は
ま
だ
ま

だ
未
熟
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、
部

員
達
の
音
楽
に
か
け
る
情
熱
を
感

じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

あ
り
ま
す
。

弦
楽
合
奏
は
３
月
23
日

一
一
月
三
日
、
文
化
の
日
に
、

静
岡
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
主
催

の
器
楽
・
管
弦
楽
専
門
部
門
、
第

九
回
演
奏
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

県
内
の
一
一
の
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ

の
練
習
し
て
き
た
曲
を
披
露
し
、

わ
が
母
校
の
同
窓
会
関
西
支
部

の
幹
事
会
に
74
期
か
ら
大
久
保
好

子
さ
ん
（
旧
姓
宮
崎
）
と
磯
村
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
幹
事
会
等
で

顔
を
合
わ
せ
る
中
で
、
一
昨
年
に

な
り
ま
す
か
、
支
部
総
会
に
74
期

の
出
席
が
少
な
い
か
ら
同
期
の
勧

誘
を
し
よ
う
、
つ
い
て
は
、
同
期

の
連
絡
網
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と

講
師
の
小
楠
元
廣
先
生
に
講
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
演
奏
会

で
は
順
位
は
つ
か
な
い
の
で
す

が
、
講
評
に
は
私
た
ち
の
演
奏
の

今
後
の
課
題
や
伸
ば
す
べ
き
長
所

な
ど
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
三
月

の
定
期
演
奏
会
に
向
け
て
、
よ
り

良
い
合
奏
を
追
求
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
弦
楽
合
奏
部
定
期

演
奏
会
は
、
二
〇
〇
六
年
三
月
二

三
日
に
、
静
岡
音
楽
館
Ａ
Ｏ
Ｉ
で

行
い
ま
す
。お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

（
弦
楽
合
奏
部
　
部
長

二
年
　
関
谷
洋
子
）

「
東
海
」
の
目
標
達
成

３
月
25
日
マ
ン
ド
リ
ン

マ
ン
ド
リ
ン
部
は
、
昨
年
一
一

月
の
静
岡
県
高
等
学
校
文
化
連
盟

器
楽
・
管
弦
楽
専
門
部
主
催
第
九

回
演
奏
会
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

二
月
一
一
日
（
土
）
に
岐
阜
県
で

開
か
れ
る
東
海
選
抜
ギ
タ
ー
・
マ

ン
ド
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の

に
な
り
、
同
窓
会
名
簿
等
を
元
に

調
べ
た
結
果
、
関
西
に
は
十
五
人

の
同
期
生
が
い
る
こ
と
を
把
握
し

ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
人
が
い
る

の
な
ら
、
関
西
在
住
の
74
期
同
期

会
を
や
っ
た
ら
ど
う
か
と
話
が
発

展
し
、
昨
年
初
か
ら
準
備
を
し
、

一
回
の
準
備
会
（
四
人
集
合
）、
支

部
総
会
に
集
ま
っ
た
同
期（
四
人
）

出
場
権
を
得
ま
し
た
。
念
願
だ
っ

た
目
標
を
達
成
し
、
部
員
の
意
欲

も
よ
り
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
の
第
三
三
回
定

期
演
奏
会
は
、
次
の
よ
う
な
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

日
時
　
平
成
一
八
年
三
月
二
五
日

開
場
　
一
三
時
三
〇
分

開
演
　
一
四
時

会
場
　
し
ず
ぎ
ん
ホ
ー
ル

ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア

曲
目
〈
現
役
ス
テ
ー
ジ
〉

ス
プ
レ
ー
ン

（
ア
マ
デ
ィ
）

プ
レ
リ
ュ
ー
ド
３

（
吉
水
秀
徳
）

高
丘
親
王
航
海
記

（
坂
野
嘉
彦
）

他

入
場
料
　
　
三
〇
〇
円
（
予
定
）

な
お
、
Ｏ
Ｂ
参
加
ス
テ
ー
ジ
は

ポ
ッ
プ
ス
を
中
心
と
し
た
構
成
と

し
ま
す
。
土
曜
昼
の
時
間
帯
で
す

の
で
、
多
く
の
方
の
演
奏
へ
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
顧
問
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
マ
ン
ド
リ
ン
部
顧
問

97
期
　
相
曾
幸
江
）

の
相
談
を
経
て
九
月
二
日
に
同
期

会
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
大
阪
市
内
某
所
の
居
酒

屋
に
六
人
が
参
集
し
ま
し
た
。
大

久
保
さ
ん
、
河
村
信
弘
さ
ん
、
玉

井
赳
雄
さ
ん
、村
松
誠
一
郎
さ
ん
、

八
木
義
博
さ
ん
、
磯
村
の
六
人
で

す
。
卒
業
以
来
四
十
七
年
ぶ
り
に

会
っ
た
と
い
う
人
も
あ
り
、
先
生

の
こ
と
、
友
達
の
こ
と
な
ど
高
校

の
こ
と
は
も
と
よ
り
、
中
学
、
小

学
校
の
こ
と
、
静
岡
の
こ
と
な
ど

な
ど
思
い
出
話
に
熱
が
入
り
、
そ

れ
か
ら
お
互
い
の
近
況
に
も
話
が

弾
ん
で
大
変
楽
し
い
ひ
と
時
で
し

た
。
わ
れ
わ
れ
も
昔
話
を
す
る
の

が
似
合
う
年
回
り
に
な
っ
た
の
だ

な
あ
と
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。

こ
の
集
ま
り
を
続
け
よ
う
と
意

見
一
致
し
、
大
久
保
さ
ん
に
会
長

を
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
、

事
務
担
当
は
磯
村
が
引
き
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
去
り
ま
し
た
。
も
っ
と
話
し
て

い
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
ま
た
の

再
会
を
約
し
て
解
散
し
ま
し
た
。

こ
の
集
ま
り
は
静
岡
の
74
期
同

期
会
と
全
く
連
絡
無
く
活
動
し
て

き
ま
し
た
が
、
74
期
同
期
会
の
関

西
支
部
と
し
て
位
置
付
け
し
て
も

ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
74
期
　
磯
村
幹
夫
）

一
二
五
周
年
も
盛
大
に
終
了

し
、
そ
し
て
69
期
の
我
々
も
卒
業

五
〇
周
年
で
は
多
数
の
同
僚
と
久

し
ぶ
り
に
再
会
出
来
て
、
本
当
に

楽
し
く
語
り
過
ご
し
ま
し
た
。
年

令
も
七
〇
才
も
越
し
ま
し
た
の

で
、
又
再
会
を
計
画
致
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
振
っ

て
御
参
加
下
さ
い
。

期
　
日

平
成
一
八
年
三
月
二
五
日（
土
）

会
　
場

ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア

静
岡
タ
ー
ミ
ナ
ル

四
Ｆ
　
平
成
の
間

時
　
間

一
八
時
三
〇
分
〜

二
〇
時
三
〇
分
迄

会
　
費
　
七
〇
〇
〇
円

（
69
期
　
田
宮
　
松
永
）
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紅
葉
　
温
泉

紅
葉
　
温
泉

紅
葉
　
温
泉

紅
葉
　
温
泉

紅
葉
　
温
泉

紅
葉
　
温
泉

紅
葉
　
温
泉

紅
葉
　
温
泉

紅
葉
　
温
泉

紅
葉
　
温
泉

紅
葉
　
温
泉

紅
葉
　
温
泉

紅
葉
　
温
泉

紅
葉
　
温
泉

紅
葉
　
温
泉

紅
葉
　
温
泉

紅
葉
と
温
泉
を
満
喫

66
期
一
行
、
梅
ヶ
島
の
旅

演

奏

会

３
月
25
日
に
69
期
会

関西の74期が同期会
「楽しい集い、続けます」

「同級生は宝物」「同級生は宝物」「同級生は宝物」「同級生は宝物」「同級生は宝物」「同級生は宝物」「同級生は宝物」「同級生は宝物」「同級生は宝物」「同級生は宝物」「同級生は宝物」「同級生は宝物」「同級生は宝物」「同級生は宝物」「同級生は宝物」「同級生は宝物」「同級生は宝物」
110期 ６年ごと同期会開催へ

130名の大盛会だった110期の同期会

梅ヶ島の紅葉を背景にした66期の一泊旅行一行

関西74期会を開いた６人
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昨
年
九
月
一
七
日
（
土
）
一
八

時
よ
り
、
ご
来
賓
と
し
て
母
校
か

ら
小
田
卓
也
教
頭
、
岩
倉
睦
弘
事

務
長
、
長
嶋
孝
之
総
務
課
長
、
同

窓
会
か
ら
櫻
井
一
男
会
長
の
ご
出

席
を
い
た
だ
き
、
静
岡
市
葵
区
紺

屋
町
の
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
で
定
時

制
支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
出
席
者
は
九
〇
名
を
数

え
、
市
外
県
外
か
ら
の
出
席
者
も

多
く
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
119
期
以
降
の

出
席
者
が
皆
無
で
、
将
来
の
活
動

維
持
を
思
う
時
、
大
き
な
不
安
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
会
は
鈴
木
重
利
幹
事
長
（
75

そ
の
人
は
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
叫

び
続
け
て
い
た
。
拳
を
振
り
、
力

強
く
訴
え
て
い
た
。
し
か
し
、
そ

の
叫
び
は
上
空
を
施
回
す
る
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
音
で
か
き
消
さ
れ
、

期
）
が
司
会
進
行
役
と
な
り
、
浅

井
輝
夫
支
部
長
（
72
期
）
の
挨
拶

に
続
き
一
六
年
度
会
計
報
告
が
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
方
々
か
ら
は
、
祝
辞

に
続
き
母
校
の
近
況
報
告
や
問
題

点
、
同
窓
会
の
更
な
る
活
性
化
を

願
う
趣
旨
へ
の
呼
び
か
け
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

我
が
支
部
も
、
総
会
出
席
者
を

増
や
す
べ
く
『
二
次
会
を
同
期
会

に
』
を
合
言
葉
に
次
回
総
会
は
開

会
時
刻
を
一
時
間
早
め
て
平
成
一

八
年
九
月
三
〇
日
（
土
）
一
七
時

か
ら
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
に
て
開
催

す
る
こ
と
を
決
議
し
、
今
次
総
会

は
三
〇
分
ほ
ど
で
終
了
、
直
に
懇

親
会
に
入
り
ま
し
た
。

同
期
や
先
輩
後
輩
問
わ
ず
の
輪

の
中
で
、
久
し
ぶ
り
の
、
あ
る
い

は
卒
業
以
来
三
九
年
ぶ
り
の
再
会

な
ど
感
激
の
一
幕
も
あ
り
、
空
白

期
間
を
埋
め
つ
く
さ
ん
が
ご
と
く

近
況
報
告
や
思
い
出
話
に
花
も
満

開
、
和
気
藹
々
の
ひ
と
と
き
を
す

ご
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
今
は
昔
の
応
援
団
長

鈴
木
庄
七
君
（
82
期
）
の
音
頭
に

よ
り
、全
員
で
校
歌
を
大
合
唱
し
、

限
ら
れ
た
時
間
を
惜
し
み
な
が
ら

次
回
で
の
再
会
を
約
し
、
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

帰
路
　
中
秋
前
夜
の
空
に
遊
月

（
82
期
　
埴
原
甲
斐
二
）

ほ
と
ん
ど
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
。

昭
和
四
五
年
一
一
月
二
五
日
、

作
家
三
島
由
紀
夫
氏
は
、
市
ヶ
谷

防
衛
庁
で
自
刃
し
た
。
そ
の
日
は

陰
暦
で
吉
田
松
陰
が
獄
死
し
た
日

で
も
あ
っ
た
。「
生
命
尊
重
の
み
で
、

魂
は
死
ん
で
も
よ
い
の
か
」
彼
の

檄
文
は
そ
う
主
張
し
て
い
た
。
テ

レ
ビ
の
映
像
だ
っ
た
が
、
私
は
今

で
も
鮮
明
に
そ
の
姿
を
思
い
出
す

こ
と
が
出
来
る
。
何
よ
り
感
じ
た

61
期
生
・
66
期
生
　
藪
崎
昭
君

が
昨
年
一
〇
月
二
四
日
か
ら
三
〇

日
ま
で
東
京
銀
座
画
廊
で
個
人
展

を
開
催
し
た
。

藪
崎
君
は
、
一
九
五
四
年
東
京

芸
術
大
学
芸
術
学
部
日
本
画
科
を

卒
業
し
た
。
卒
業
制
作
「
女
」（
二

〇
〇
号
）
は
、
学
校
買
上
げ
と
な

り
、
現
在
同
大
学
に
保
管
さ
れ
て

お
り
、
更
に
一
昨
年
芸
大
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
「
百
年
史
」
に
こ
の

作
品
が
掲
載
さ
れ
た
。

出
品
さ
れ
た
約
三
〇
点
の
作
品

は
、カ
ラ
ー
・
コ
ン
テ
で
画
か
れ
、

特
に
「
赤
色
」
と
「
青
色
」
の
透

明
感
と
深
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、
五

の
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
に
か

き
消
さ
れ
、
私
た
ち
に
届
か
な
か

っ
た
三
島
氏
の
声
だ
っ
た
。
そ
し

て
、
ひ
と
り
叫
び
続
け
る
、
痛
ま

し
い
孤
立
の
姿
だ
っ
た
。「
孤
立
す

る
叫
び
」「
届
か
な
い
声
」
―
―

あ
あ
、
こ
れ
が
戦
後
日
本
の
姿
な

の
だ
と
思
っ
た
。
あ
の
時
、
私
は

〇
余
年
に
亘
る
同
君
の
研
究
の
成

果
を
感
じ
さ
せ
た
。

出
点
の
一
つ「
枯
木
母
子
」（
P.50
）

は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
枯
葉
作
戦

を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。

こ
の
画
は
、
此
の
世
の
出
来
事

と
思
え
ぬ
死
の
林
を
背
景
と
し
、

変
わ
り
始
め
た
の
だ
と
思
う
。

私
は
現
在
、
衛
星
放
送
ス
カ
イ

パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
で
、
二
つ
の
チ

ャ
ン
ネ
ル
（
日
本
文
化
チ
ャ
ン
ネ

ル
桜
七
六
七
Ｃ
Ｈ
・
ウ
ィ
ン
ズ
フ

ィ
リ
ピ
ノ
チ
ャ
ン
ネ
ル
７
８
７
Ｃ

Ｈ
）
を
経
営
し
、
放
送
事
業
を
行

っ
て
い
る
。
元
々
、
静
岡
高
校
を

卒
業
し
て
上
京
し
、
早
大
卒
業
後

は
、
映
画
監
督
協
会
と
脚
本
家
連

盟
に
所
属
し
、
監
督
と
脚
本
家
と

し
て
、
約
三
百
本
近
い
テ
レ
ビ
や

映
画
の
作
品
を
作
っ
て
き
た
。
ど

ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
で
も
、
シ

ナ
リ
オ
を
書
き
、監
督
し
て
き
た
。

し
か
し
、
い
つ
も
思
い
出
し
て
い

画
面
中
央
で
正
面
を
向
い
て
椅
子

に
座
っ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
人
の
母

親
を
聖
母
マ
リ
ア
に
擬
し
、
こ
の

母
親
に
抱
か
れ
て
い
る
二
人
の
子

供
を
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
に
擬
し
て

い
る
。

カ
ラ
ー
・
コ
ン
テ
に
よ
る
枯
木

群
は
、
死
の
世
界
そ
の
も
の
で
あ

り
、
鬼
気
迫
る
厳
し
さ
に
圧
倒
さ

れ
た
。

し
か
し
母
親
の
帽
子
に
光
輪
を
、

あ
お
ざ
い
の
青
色
と
、ズ
ボ
ン
の
赤

色
に
、
そ
し
て
二
人
の
子
供
に
生

き
る
力
を
感
ず
る
こ
と
が
出
来
る
。

平
和
の
尊
さ
を
実
感
し
た
藪
崎

君
が
戦
後
六
〇
年
の
間
「
い
ま
だ

か
つ
て
良
い
戦
争
も
悪
い
平
和
も

な
い
。」（
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
　
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
）
の
言
葉
の
真
意
を
常

た
の
は
、
あ
の
三
島
氏
の
「
届
か

な
か
っ
た
声
」
だ
っ
た
。
そ
れ
か

ら
三
〇
余
年
、
い
の
ち
を
賭
し
て

叫
ば
れ
「
届
か
な
か
っ
た
声
」、
あ

の
三
島
由
紀
夫
氏
の
声
を
届
け
た

い
、
そ
の
思
い
を
伝
え
た
い
…
…

こ
れ
が
衛
星
放
送
「
日
本
文
化
チ

ャ
ン
ネ
ル
桜
」
創
設
の
原
点
と
な

っ
た
。
通
称
「
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
」

は
、
平
成
一
六
年
、
戦
後
日
本
に

よ
っ
て
、
見
捨
て
ら
れ
、
忘
れ
去

ら
れ
、
届
か
な
か
っ
た
声
を
日
本

人
の
心
に
届
け
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
開
局
し
、放
送
を
開
始
し
た
。

『
日
本
文
化
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
は
、
日

本
の
伝
統
文
化
の
復
興
と
保
持
を

に
自
己
に
問
い
続
け
た
思
想
が
こ

の
作
品
に
結
集
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

こ
の
長
い
歳
月
の
間
真
摯
な
努

力
の
継
続
が
、
見
る
人
の
心
を
打

っ
た
。
―
薮
崎
君
は
61
期
生
の
記

念
文
集
に
於
い
て
同
期
生
の
Ｓ
君

の
戦
死
の
意
味
を
考
え
て
い
た
。

彼
の
戦
死
は
、
神
の
嘉
納
し
給
う

所
業
で
あ
っ
た
か
を
問
い
続
け
、

考
え
続
け
て
い
る
薮
崎
君
の
生
き

方
は
唯
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
る
。

従
っ
て
、
藪
崎
君
の
全
作
品
に

は
、
所
謂
「
売
絵
」
を
思
わ
せ
る

要
素
は
微
塵
も
な
い
。
彼
の
個
人

展
は
、
彼
の
思
想
や
人
生
そ
の
も

の
の
表
現
で
あ
る
と
い
う
点
で
、

特
筆
に
値
す
る
。

「
大
道
芸
人
　
ギ
リ
ャ
ー
ク
尼

ヶ
崎
」
の
連
作
は
、
檜
舞
台
等
で

な
い
、天
下
の
大
道
で
独
り
踊
り
、

そ
の
評
価
で
あ
る
投
げ
銭
を
生
活

の
糧
と
す
る
点
が
芸
、
演
芸
の
原

点
と
す
る
尼
ヶ
崎
氏
が
モ
デ
ル
だ
。

こ
の
連
作
は
、
藪
崎
君
が
こ
の

モ
デ
ル
を
通
し
て
「
此
の
世
の
中

で
本
当
の
生
き
方
は
何
か
。」
を

平
成
一
七
年
秋
の
叙
勲
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
業
界
に
対
す
る
貢
献
が
評

価
さ
れ
大
石
繁
氏
が
旭
日
小
綬
章

目
指
し
、
日
本
人
本
来
の
「
心
」
を

取
り
戻
す
べ
く
創
立
さ
れ
た
日
本

最
初
の
歴
史
文
化
衛
星
放
送
局
で

す
。
戦
後
日
本
は
、
チ
ャ
ン
ネ
ル

「
桜
」
で
変
わ
り
ま
す
』
こ
れ
が
私

た
ち
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
最
初
に

掲
げ
ら
れ
た
創
立
趣
旨
で
あ
る
。

番
組
内
容
は
、
毎
日
の
報
道
番

組
の
他
に
、
文
化
講
座
、
落
語
、

浪
曲
、
講
談
、
民
謡
、
詩
吟
、
武

道
等
の
他
に
、
日
本
で
最
初
の
自

衛
隊
の
情
報
番
組
を
毎
日
一
時
間

放
送
し
て
い
る
。
地
上
波
で
は
放

送
し
て
い
な
い
「
日
本
ら
し
い
」

番
組
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
の
特
徴
で
あ
る
。
自
慢
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、

年
間
約
四
千
五
百
億
円
の
予
算
と
、

約
一
万
二
千
人
の
職
員
を
擁
し
て
、

表
現
し
た
も
の
で
あ
る
（
藪
崎
君

は
、
学
生
時
代
か
ら
「
無
所
属
」

こ
そ
が
正
し
い
芸
術
家
の
姿
で
あ

る
と
考
え
、
そ
の
信
念
を
貫
き
通

し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
彼
の

生
き
方
に
共
感
す
る
も
の
が
あ
っ

を
受
章
、
一
一
月
九
日
宮
中
に
於

い
て
天
皇
陛
下
に
拝
謁
す
る
栄
に

浴
し
ま
し
た
。

毎
日
一
七
時
間
、
新
し
い
番
組
製

作
と
放
送
し
て
い
る
。
弊
社
は
そ

の
千
分
の
一
の
予
算
と
ス
タ
ッ
フ

で
、
毎
日
一
二
時
間
の
新
し
い
番

組
を
制
作
し
、
放
送
し
て
い
る
。

是
非
、
静
高
卒
業
の
皆
さ
ん
に
も

視
聴
し
て
い
た
だ
き
た
い
し
、
ま

た
、
ス
ポ
ン
サ
ー
広
告
は
、
同
窓

生
に
か
ぎ
り
、「
破
格
」
の
値
段
で

お
受
け
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

戦
後
六
〇
年
が
過
ぎ
、
日
本
は

大
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
あ
る

意
味
で
非
常
に
危
険
な
時
代
に
入

っ
た
の
だ
と
も
言
え
る
。
そ
う
い

う
時
代
に
あ
っ
て
、
私
た
ち
が
生

ま
れ
、
育
っ
た
、
世
界
最
古
の
国

日
本
、
そ
の
伝
統
や
文
化
の
保
持

に
、
微
力
だ
が
、
寄
与
す
る
こ
と

が
出
来
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

た
の
で
あ
ろ
う
。）。

（
61
期
　
中
尾
　
昭
）

（
注
）
薮
崎
氏
は
兵
役
後
、
再
び

学
校
に
戻
っ
た
た
め
61
―
66
の
二

期
に
わ
た
っ
て
い
る
。

大
石
氏
は
静
高
か
ら
一
橋
大
学

経
済
学
部
を
昭
和
三
〇
年
卒
業
、

同
年
静
岡
瓦
斯
株
式
会
社
に
入
社

最
後
に
、
衛
星
放
送
「
日
本
文

化
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
」
の
紹
介
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

衛
星
放
送
「
日
本
文
化
チ
ャ
ン

ネ
ル
桜
」

ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ

ク
Ｔ
Ｖ
　
Ｃ
Ｈ
七
六
七

東
京
都
渋
谷
区

渋
谷
一
―
一
―
一
六

若
草
ビ
ル
一
Ｆ
二
Ｆ

電
話
（
代
表
）

〇
三
―
六
四
一
九
―
三
九
一
一

水
島
　
総
（
さ
と
る
）
氏
の
略

歴

84
期
。
掛
川
市
生
ま
れ
。
早

大
出
身
。
日
本
映
画
監
督
協
会
会

員
、
日
本
脚
本
家
連
盟
会
員
。
主

な
作
品
に
、
映
画
「
南
の
島
に
雪

が
降
る
」、
テ
レ
ビ
「
車
椅
子
の

花
嫁
」（
プ
ラ
ハ
国
際
テ
レ
ビ
大

賞
視
聴
者
大
賞
）
な
ど
。

◇
68
期
の
平
成
一
八
年
同
期
会
は

四
月
中
旬
の
平
日
を
選
ん
で
静
岡

市
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。昨

年
末
の
幹
事
会
で
決
ま
っ
た
も

の
で
す
。今
回
は
会
員
か
ら
の
要
望

も
あ
っ
て
、ほ
と
ん
ど
が
現
役
を
引

退
し
て
い
る
た
め
、平
日
が
時
間
を

取
り
や
す
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
ゴ

ル
フ
愛
好
家
か
ら
の
声
で
、同
窓
会

の
前
日
、東
京
―
静
岡
間
の
ゴ
ル
フ

場
で
コ
ン
ペ
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。同
期
会
は
小
林
孝
史
君
が
当
番

平
成
元
年
代
表
取
締
役
社
長
に
就

任
。
関
係
会
社
の
取
締
役
の
他
、

日
本
ガ
ス
協
会
理
事
、
静
岡
県
ガ

ス
協
会
会
長
な
ど
を
兼
務
し
平
成

一
三
年
会
長
就
任
と
ガ
ス
一
筋
の

人
生
を
歩
ん
で
来
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
社
長
就
任
時
は
バ
ブ
ル
最

盛
期
に
当
た
り
ま
し
た
が
本
業
以

外
は
目
も
く
れ
ず
堅
実
経
営
を
貫

き
、
一
方
同
社
の
規
模
と
し
て
は

負
担
が
大
き
過
ぎ
る
と
み
ら
れ
た

自
然
に
や
さ
し
い
エ
ル
・
エ
ヌ
・

ジ
ー
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
基
地
建

設
に
踏
み
切
り
天
然
ガ
ス
の
導
入

に
社
運
を
か
け
て
挑
戦
し
同
社
の

基
礎
を
固
め
ま
し
た
。
ま
た
同
氏

の
著
書
「
会
社
を
変
え
よ
う
」（
静

中
静
高
同
窓
会
報
平
成
一
四
年
五

月
発
行
一
一
七
号
著
書
紹
介
に
掲

載
）
に
も
見
ら
れ
る
如
く
情
熱
を

持
ち
、
率
先
し
て
企
業
経
営
に
あ

た
り
優
良
会
社
に
育
て
上
げ
ま
し

た
。こ

の
度
の
受
章
は
同
社
に
と
っ

て
元
会
長
上
野
次
郎
吉
氏
以
来
の

快
挙
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
平
成

幹
事
に
選
ば
れ
、ゴ
ル
フ
は
松
崎
至

宏
君
が
責
任
者
に
決
ま
り
ま
し
た
。

同
期
会
は
毎
年
一
回
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
、
今
回
は
二
回
目
で

す
。
一
人
で
も
多
く
の
同
志
の
皆

さ
ん
の
参
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

尚
同
期
会
当
日
同
期
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
員
が
懇
談
会
を
予
定

し
て
ま
す
。

◇
創
立
一
二
五
周
年
で
建
設
さ
れ

た
母
校

高
館
に
展
示
さ
れ
て
い

る
日
本
画
「
玲
瓏
」
の
作
者
で
、
同

期
の
杉
山
友
君
が
一
昨
年
末
病
い

で
倒
れ
、現
在
入
院
治
療
中
で
す
。

今
の
と
こ
ろ
絵
筆
を
取
る
の
も
難

し
い
よ
う
で
す
。島
田
市
内
の
お
宅

は
宣
子
夫
人
と
長
男
の
平

　
オ
サ
ム

さ
ん
が

守
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。昨
年
一
一
月

は
自
宅
画
廊
で
個
展
を
開
き
、
愛

好
家
や
同
窓
生
約
二
百
人
が
訪
れ

ま
し
た
。
東
洋
的
な
神
秘
性
を
漂

わ
す
そ
の
独
特
の
画
風
に
は
根
強

い
人
気
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
秘

蔵
の
作
品
を
随
時
公
開
す
る
の
で

ご
来
訪
を
願
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

杉
山
宅
電
＝
０
５
４
７
―
３
５
―

６
５
１
０
　（
68
期
　
石
垣
�
市
）

九
年
以
降
本
業
以
外
に
も
県
野
球

連
盟
会
長
・
県
経
営
者
協
会
会

長
・
静
岡
商
工
会
議
所
副
会
頭
・

他
ス
ポ
ー
ツ
・
福
祉
関
係
・
芸
術

関
係
・
静
岡
空
港
建
設
推
進
・

等
々
色
々
な
方
面
に
尽
力
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
度
の
受
賞
は
そ
れ
ら

の
功
績
も
付
加
評
価
さ
れ
た
こ
と

と
同
期
と
し
て
非
常
に
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

大
石
氏
は
無
類
の
読
書
家
で
あ

り
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
好
き
で
あ

り
・
且
つ
サ
ッ
カ
ー
好
き
で
あ
り
、

又
最
近
の
著
書
に
は
平
成
一
七
年

八
月
発
行
「
発
想
を
変
え
よ
う
」

〈
わ
が
ガ
ス
人
生
の
余
韻
〉
が
あ

り
ま
す
。

（
67
期
　
鈴
木
成
美
）

◇
お
詫
び
◇

同
窓
会
報
126
号
、
静
高
新
任
教

員
紹
介
コ
ー
ナ
ー
に
記
載
漏
れ
が

あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

石
垣
直
子
（
英
語
）
静
岡
西
よ
り

愛好家や同級生で賑わった杉山友画伯の個展

会場の薮崎氏（左）。右は中尾氏

旭日小綬章受章の大石繁氏

水島氏

若い人、集まろう
定時制支部総会、今年は９月30日

２次会は同期会で盛り上げ

杉山画伯（68
期）病床に

島田の自宅で個展開催
同窓生も多数が訪れる

鬼
気
迫
る
厳
し
い
作
品

61
期
薮
崎
君
「
思
想
」「
人
生
」
を
表
現

大
石

繁
氏
（
67
期
）
に
旭
日
小
綬
章

三
島
由
紀
夫
の
「
檄
文
」
が
原
点

テ
レ
ビ
局
創
っ
た
水
島
聡
氏
（
84
期
）

銀座で個展
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